
※ 航空輸送統計年報より航空局作成

○ 我が国の国内航空旅客数は、平成２０年のリーマン・ショック等による世界的な景気後退、平成２３年の東日本大震災の影響を受け減少傾向で
あったが、その後のＬＣＣ参入等により増加に転じ、平成２９年度に１億人を突破した。

○ 令和２年２月以降、新型コロナウイルス感染症の影響により旅客数は大幅に減少したが、令和３年度以降は再び増加に転じ、令和５年度に再び
１億人を突破している。

国内航空旅客輸送の動向

国内航空旅客数の推移（単位：万人）

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5

（万人）

（ 年度 ）

国内旅客の半数以上は

羽田空港利用者

羽田便利用者合計
6,048万人（57.2％）

その他 2,285万人（22％）

中部又は名古屋便利用者

羽田便利用者

（羽田便除く）655万人（6.3％）

昭和 平成

成田空港開港
（昭和53年5月）

関西空港開港
（平成6年9月）

中部空港開港
（平成17年2月）

リーマンショック
（平成20年9月）

東日本大震災
（平成23年3月）

伊丹又は関空便利用者
（羽田便除く）1,492万（14.5％）

羽田～伊丹・関空便利用者
604万人（6.1％）

令和5年度  旅客数合計
10,481万人

令和

（羽田～伊丹・関空便除く）
5,444万人（51.1％）
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成田空港開港
（昭和53年5月）

関西空港開港
（平成6年9月）

リーマンショック
（平成20年9月）

イラク戦争、ＳＡＲＳ
（平成15年3月）

中部空港開港
（平成17年2月）

アメリカ同時多発テロ
（平成13年9月）

東日本大震災
（平成23年3月）

昭和 平成
注） 関西空港開港以前は、伊丹空港における利用者数を示す。

※ 国土交通省資料より作成

国際航空旅客輸送の動向

○ 我が国の国際航空旅客数は、平成１３年以降、米同時多発テロ、リーマンショック、東日本大震災の発生ごとに一時的な落ち込みが見られるが、
 近年においてはＬＣＣの参入や訪日外国人旅行者の増加等により増大傾向にあり、平成３０年度に１億人を突破した。

○ 令和２年２月以降、新型コロナウイルス感染症の影響により旅客数は大幅に減少したが、令和３年度以降は再び増加に転じている。

令和５年度  旅客数合計
8,416万人

令和

令和４年度 3,047万人
令和３年度   357万人
令和２年度  190万人
令和元年度 9,493万人

地方空港（以下以外）利用者
1,442万人（17％）

成田空港・羽田空港利用者
4,745万人（56％)

関西空港利用者 注）

1,906万人（23％）

中部空港・名古屋空港利用者  
323万人（4％）
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